近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１9クール日報（４月5日～４月11日）
	報告日
天気
	４月9 日（火）
雨のち曇り（気温：4～14°）
	報告者
	兵庫県社協　新屋
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ19クール:廣瀬、波多、仲河、寺西、山口、植村、大西、柴本、仲谷、岸本、新屋
　※関東ブロック6名(静岡県)

	てつくすて
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:45 全体オリエンテーション
9:30 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:40 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:45 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
・仮仮置場 七尾美術館　PM撤収
・今後の対策ミーティング
七尾市社協:直課長、大森氏
支援P: 松本氏、高橋氏 
  近ブロ:新屋
　※関ブロ:市川氏はポスティング活動に同行

	
	17:00 終礼
17:30 現調締め作業、残務整理
18:15 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V100名（テント村64名、県個人V36名、団体V2団体21名、運転0名）
　現地調査18件（うち一般18件、技術系0件、キャンセル0件）
　ニーズ対応18件（うち完了15件、継続3件）
　ニーズ残349件（キントーン数値）
●マッチング担当
・雨天でボランティア活動者が少ないことに加え、仮仮置き場の移転に伴い午後から撤収作業があったため、午前中で活動が終わるグループもあった。また、ポスティング活動は、雨天で開始時刻を順延したため、急遽2班追加し、柔軟に対応いただくことができた。
・
●受付・資材担当
・ビブス100枚追加発注の納品待ち。現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F59、ＸＸＬ41、洗濯:F48、ＸＸＬ0）
・雨天で汚れた資機材や館内の清掃活動に協力いただいた
・未使用のインソールのみ返却いただくようにしているが、Mサイズの在庫が10枚を切るも、納品は月予定。業者寄贈の予定が別途あり
●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター4名、近ブロ2名、丸亀3名、自治労2名、市社協2名、関ブロ3名の16人　6班構成で実施。
●ポスティング担当(能登島)
・2班体制での実施予定だったが、さらに2班追加。135件ポスティング。
・本日のポスティングでは、一部世帯にボランティアがききとり調査も実施。残ニーズの掘り起こしを行った。
・昨日のポスティングに対し、一件レスポンスあり。
●仮仮置き場担当
・22名 　　・七尾美術館は撤収し、明日から希望の丘テニスコートに移動(トイレなし)。
・明日は、大田仮置き場は休みのため要注意。


	今後の主な予定
	・能登島のポスティングについては、13日まで2班体制で実施
・ブロック派遣引継ぎ: 4/10 19→20クール　　　
・支援P引継ぎ:　4/12 香川県社協　松本氏　→栃木県社協　津布久氏


	調整課題・所感等
	・本日の今後の対策ミーティングは、前日不在だったメンバーとのすりあわせと、より具体的な内容について意見交換。確認された事項:
1 ボランティアによるききとり項目は、災害ボランティアの作業ニーズに関することが中心で、生活に関することは「その他」欄で何か気づいたことや話をきいてきたことがあれば記載する程度にとどめる。ボランティアの増員の検討やオリテ資料の作成が必要。
2 職員による現地調査で「未対応」となっているケースの要因とも考えられる避難所への調査については、実施の可否を含めて検討する。
3 今月中に残ニーズの状況が一定見えるようにする
4 支援Pが実施計画等を作成し、ブロック派遣メンバーは今後のボランティアやスタッフ活動において調整を図る。
・技術系ボランティアのサポートボランティアについて相談あり、終礼で議論した。


	その他
	




